
一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク設立総会議事録 
 
1 開催日時  令和 3 年 12 月 28 日 15 時から 17 時まで 
2 場  所  鹿児島市下荒田 特定非営利活動法人やどかりサポート鹿児島 
3 正会員総数 3 人 
4 出席正会員数 3 人 
 
5 審議事項 
 第 1 号議案 一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク設立に関する件 
 第 2 号議案 一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク定款案承認の件 
 第 3 号議案 設立当初の入会金及び会費の件 
 第 4 号議案 一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク入会承認の件 
 第 5 号議案 年会費の免除の件 
 
6 議事の経過の概要及び議決の結果 

議長として吉留康洋が，議事録署名人として芝田淳，大嵩瑞恵が選出された。 
 

第 1 号議案 一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク設立に関する件 
議長より，設立趣旨書を配布し，この趣旨をもとに一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワークを設立

したい旨を諮ったところ，全員異議なくこれを承認した。 
 

第 2 号議案 一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク定款案承認の件 
議長より，定款案を配布し，逐条審議したところ，主たる事務所を鹿児島市下荒田四丁目 30 番 5 号プ

レジデント下荒田 403 号に置くこととした。 
全員異議なくこれを承認した。 
 

第 3 号議案 設立当初の入会金及び会費の件 
本法人の入会金・会費は定款 6 条により総会において決定されることとされているところ，代表理事

から，以下のとおりとしてはどうかと提案があり，慎重に審議したところ，満場一致にて提案どおりとす
ることとされた。 

正会員 入会金 20,000 円，年会費 20,000 円 
賛助会員 入会金なし，年会費 10,000 円 
 

第 4 号議案 一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク入会承認の件 
一般社団法人サツマスタ（主たる事務所：霧島市国分府中町 17 番 8 号，代表者：黒岩尚文）から入会

の申し出があったので，その可否について審議したところ，満場一致にて入会を認めることとされた。 
 

第 5 号議案 年会費の免除の件 
代表理事から，今年度はたった 4 日間と非常に短期間であるから会員の年会費を免除してはどうかと

提案があり，慎重に審議したところ，満場一致にて提案どおりとすることとされた。 



 
以上，この議事録が正確であることを証します。 

 
令和 3 年 12 月 28 日 

 
議    長 吉留 康洋  印 

 
 

議事録署名人 芝田  淳  印 
 
 

議事録署名人 大嵩 瑞恵  印 
 
 



一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク 
設立趣意書 

 
居住支援の需要が高まっている。 
高齢者世帯数は，2035 年には全国で 1400 万世帯になるといわれている。鹿児島県における高

齢単身世帯の割合は，2010 年の国勢調査では全国第一位（14.1%），2015 年でも全国第二位（15.3%）
と全国平均を 4〜5 ポイント上回っている。地域移行支援事業等障害者の地域移行のための事業が
進められているが，鹿児島県における精神病床の平均在院日数は 360 日（2017 年）と全国平均の
268 日を大きく上回っている。さらに，居住支援を必要としているのは高齢者・障害者だけでな
く，身寄りのない方，ひとり親世帯，低所得者，刑余者など多岐にわたるうえ，新型コロナウィ
ルスの感染拡大の影響により，今後，住居に困難を抱える方が増加することが予想される。 

居住支援の需要の増大に対して，国は 2017 年「新たな住宅セーフティネット制度」を創設し
た。同制度に基づき，全国に 469 の居住支援法人が生まれているが，鹿児島県内の居住支援法人
はまだ 3 法人のみであり，居住支援協議会も県居住支援協議会ととくのしま居住支援協議会の 2
つしかない（2021 年 10 月 31 日時点）。 

われわれ鹿児島県内で居住支援に取り組む団体は，こうした状況を踏まえ，今後，鹿児島県に
おける居住支援を充実させ，「県民のだれひとり居住に困ることがない鹿児島」を創造するために，
協議を重ねてきた。その結果，われわれ居住支援に取り組む団体が協働することが重要であり，
その協働を核に，さらに居住支援に参画する人・団体を増やし，行政とも連携し，福祉分野と住
宅分野の連携を深め，鹿児島県における居住支援を普及及び発展させていく必要があるとの結論
に達した。 

そこで，われわれは，鹿児島県において，適切な住居を確保することやそこでの生活を継続し
ていくことに困難を抱えている方々に対して，住居を確保するための入居支援と，そこでの生活
を継続するための居住生活支援をあわせて提供し，利用者が社会的に孤立することなく豊かな人
間関係とつながりを保ちながら，地域で安心して暮らしていけるよう，鹿児島県における居住支
援の普及及び発展を目的とする活動を行い，もって，社会の福祉の増進に寄与することを目的と
して，ここに「一般社団法人鹿児島県居住支援ネットワーク」を設立する。 
 

2021 年（令和 3 年）12 月 28 日 
 

 
 
























